
　「一家庭一ボランティア運動」は、豊かな心と行動に満ちあふれた
県民風土をつくることを願って進めている県民運動です。

自分から進んで取り組み、声をかけ合い、応え合い、
「ありがとう」の気持ちを伝え合いましょう！

● 家族と一緒にごみ拾い
● 友だちと協力して地域行事の準備
● 家庭でのお手伝い
● 学校でのあいさつ活動や花づくり
● 地域の方と協力して地域の清掃活動 など

ボランティア運動中の
「ありがとう」の言葉に対する喜びが
「明日もがんばろう！」という希望につながります。

ボランティア運動を通して得られる
「自分にはよいところがある」という実感が、
自信の高まりにつながります。

ボランティア運動での
人と人とのあたたかいつながりが、
自分も相手も大切にしようとする心を育みます。

生きる力を育む道徳教育をみんなで実践

岐阜県道徳教育振興会議「一家庭一ボランティア運動」

岐阜県道徳教育振興会議　　会長　長村　覚

　新型コロナウイルスの「５類感染症」への移行を受け、各学校では、これまで自粛してきた様々な活動が
徐々に再開されたことと思います。コロナ禍を経て、「子ども同士が会話を通して直接関わり合うこと」
「共に活動する中で達成感や満足感を感じること」などの大切さが再認識されています。
　様々な活動が行えるようになった今こそ、各学校が「道徳の時間」を要とした道徳教育を充実させる
ことが求められています。子どもたちが学校生活の中で、共に学び、共に活動することを通して、豊かな
心をもち、明るく元気に、たくましく成長していくことが期待されます。

　県民運動として展開してきた「一家庭一ボランティア運動」。家庭・地域ぐるみでボランティア活動に
取り組み、子どもたちに豊かな心を育んでいる実践が、県内各地から多く寄せられています。

誰かのために何かができる
一家庭一ボランティア

「一家庭一ボランティア運動」を道徳教育の実践の場として生かしましょう。

各学校で道徳教育を充実させましょう。

　学校で取り組む道徳教育をより確かなものにするためには、家庭や地域との連携が大切です。その
ために、岐阜県道徳教育振興会議が県民運動として取り組んでいる「一家庭一ボランティア運動」を、
子どもたちの実践の場として位置付けていただけるとよいと思います。本年度も、多くの学校、家庭、地域
の方々に御協力いただきました。家庭や地域の方と一緒に活動した子どもの喜びの声、子どもを頼もし
く感じた保護者の声など、多くの感想が寄せられています。

自己有用感を高める道徳教育を、県内の各学校でも取り組みましょう。
　岐阜県道徳教育振興会議の実践協力校である下呂市立下呂小学校、県立中津高等学校では、指導
方法を工夫した道徳教育に関する取組、家庭や地域活動を充実させるための取組等が行われ、その成果
を発表していただきました。
　本啓発資料の取組事例を参考にして、各学校で子どもたち一人一人に自己有用感を高める取組を一層
充実させましょう。

岐阜県道徳教育振興会議 事務局　 岐阜県教育委員会義務教育課
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「一家庭一ボランティア運動」って？

「生命を尊重し、夢や希望を育む」・
「自己有用感を高める」道徳教育の充実
「生命を尊重し、夢や希望を育む」・
「自己有用感を高める」道徳教育の充実
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【資料２　授業案の例】

【資料３　活動の振り返り】

【資料１　ＬＨＲ（ロングホームルーム）のサブテーマの例】

下呂市立下呂小学校岐阜県道徳教育振興会議
令和５・６年度実践協力校 岐阜県立中津高等学校岐阜県道徳教育振興会議

令和５年度実践協力校

自他の生命を尊重し、よりよい生き方を追求する児童の育成
　下呂小学校では、道徳的価値について仲間と議論する「訊き合う」授業を要としながら、保護者や地域と
の連携を強化し、子どもたちが多様な考え方や感じ方に接する場面や機会を効果的に設定して実践を重ね
ています。そして、よりよい生き方をしようと、自己の生き方について考える児童の育成を目指して取り組ん
でいます。

主体的に自己理解・他者理解の姿勢を育む道徳教育の推進

❶意欲を高め、自分事として捉えることができる導入の工夫
❷多面的・多角的に考えるための「訊き合う時間」の設定
❸自分の変容を実感できる場の工夫

❶下呂小学校宣言文の宣誓
❷児童会活動「あいの手紙」
❸ボランティア活動への主体的参加

❶一家庭一ボランティア運動の実践
❷地域と連携した「いのちの教育」の実践
❸地域・行政等の外部人材を活用した授業の実践

道徳科の授業の充実を図り、よりよい生き方を追求する児童の育成

　発達の段階に応じて、生徒が学級・ホームルームや学校生活上の諸問題を自ら積極的に見いだし、自主的に
解決できるようにするために、一人一人の思いや願いを生かし、話合いを繰り返す過程で、多様な他者と協働する
様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要なことを理解し、実践的な態度を身に付けることが重要であると
捉えています。そこで、自他を尊重するために、身近な学級・ホームルーム内の人間関係を取り上げながら、自己
理解・他者理解の具体的な方法やその実践を模索しています。また、生徒が自ら企画・運営する中でリーダー
シップやフォロワーシップに則り、主体的な実践を行っています。

知・情・意の調和のとれた、人間性豊かな、たくましい生徒を育成する道徳教育★

❶平素の教育活動における主な取組
●生徒会活動･････････生徒による主体的な学校祭運営・全校生徒対象アンケートによる学校生活の実態把握・

マナー向上のポスター制作と呼びかけ活動
●ＭＳリーダーズ･････校舎玄関での朝の挨拶運動・関係機関との街頭での啓発活動
●ボランティア活動･･･全校生徒によるCCC（Community Connection Club）活動
●異校種との連携･････地域の幼保・小・中学校での授業交流

❷総合的な探究の時間の取組
●探究サロン･････････地域の専門家の支援の下での探究活動
 探究活動･･･････････学年弁論大会・SDGsの探究学習及びプレゼン

研究内容★

「生徒が自ら自他を尊重する意識を育む」を全校統一のテーマとし、クラス担任
がアドバイザーとして支援しながら、９月から生徒主体でサブテーマの設定や授業
案作成を行い（資料１・資料２）、１１月１４日（火）に全クラスで公開授業を実施し
ました。当日は、様々な形態でロングホームルームが展開され、その中で、自ら意見
を発したり、自分とは異なる他者の意見に傾聴したりする姿が多く見られました。

生徒によるＬＨＲ（ロングホームルーム）の実践★

　上記の実践は、生徒自身が実施することが目的であり、結果を求めるものでは
ありません。初めての試みとしては十分な手ごたえを得たと考えています（資料３）。
今年度、このＬＨＲを体験した生徒が次年度にどのようなＬＨＲを計画実施するか
期待しています。今後も本校では、「自他を尊重する」ことについて、主体的な学び
の場として生徒によるＬＨＲを継続的に計画、実施していきます。

成果と課題★

児童の主体性を大切にした道徳的行為に係る体験活動の推進

保護者等との連携と協働による道徳的実践に係る県民運動等の実践
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